
矢部武の「孤立死」から「自立死」へ Vol.61 

「シニア演劇」は面白いからやめられない！ 
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1978年に米国初の高齢者向け演劇舞踊学校として設立された「ステージブリッジ」では、アクティン

グ（演劇）、プレイライティング（劇作）、ミュージカル、インプロ（即興演劇）、タップダンス、

ストーリーテリングなど、30以上の多彩なクラスを提供している。50〜90代の受講生がミュージカ

ルのダンスを踊ったり、シェークスピア劇を演じたり、台本のない即興演劇を披露したり、体験談な

どをもとにストーリーを作って発表したりして非常に楽しそうだ。 

演劇・歌・ダンスなどのパフォーミングアーツは体を動かしながら脳を刺激するので、高齢者の創造

力や潜在力を高める効果があると言われているが、カリフォルニア州オークランドにある「ステージ

ブリッジ」（以下、STB）の現場を訪ねた。 

 
STBの歴史やクラス内容について説明するホセ・リベラ事務局長 

高齢者に対する既成概念を打ち破りたい 

STBが設立された1970年代当時は米国でも、「高齢者は創造的である必要はない」と考えられていた

。つまり、現役を退いたら、家でテレビをみたり、孫と遊んだり、老人ホームでビンゴゲームをする

くらいなので創造性は必要ないとされていたのだ。 

しかし、英国の大学院で演劇を学んだスチュアート・カンデル博士はそのような状況に疑問を持ち、

高齢者に対する既成概念を打ち破りたいと思った。そして高齢者に演劇・歌・ダンスなどを学ぶ機会

を提供することで創造力や潜在力を高めようと考え、STBを設立した。 

取材に応じたホセ・リベラ事務局長によれば、STBでは高齢者の心と体を知り抜いた講師が、演劇・

ダンスなどのレッスン中に受講者が無理な動きをしてケガをしないように十分配慮している。また、

ウォーカーを使わないと歩けないような人が医師や介護士と相談しながら、クラスに参加することも

あるという。体の不自由さを乗り越えて、個々の可能性に挑戦することもシニア演劇の目的の1つだ。 



可能性と言えば、リタイア後に若い頃の夢に再挑戦した人もいる。元銀行マンの60代後半の男性は若

い時に役者を目指して頑張ったが、途中で諦めてしまった。しかし、退職してから若い頃の夢と情熱

がよみがえり、STBで演劇やミュージカルのクラスを受講した。それから彼は地元の劇場で舞台演劇

デビューを果たし、見事に夢を叶えた。彼の演技は新聞でも高く評価され、その後もずっと舞台出演

を続けているという。 

リベラ事務局長の説明を受けた後、私はクラスを見学させてもらった。最初にのぞいた「ラジオドラ

マ」のクラスでは、10人くらいの受講生がニューヨークのブロードウェイで上演されたミュージカル

の台本を見ながら練習していた。ラジオドラマとは主に俳優や声優が演じ、ラジオで放送されるドラ

マだ。受講生は皆マイクなしでも遠くに届く声で、迫真の演技をしている。台詞の合間に他のキャス

トが太鼓や靴音、馬の鳴き声、拍手、コーラス、ドアをノックする音など、効果音をタイミング良く

入れるが、チーム一丸となってドラマを作っている熱気が伝わってきた。 

 
ラジオドラマのクラス 

次に見学したのはストーリーテリングのクラス。ストーリーテリングは個々の伝えたい思いや考え、

体験談などをもとに物語を作り、発表するというものだ。元新聞記者の女性講師（70歳）がストーリ

ーの作り方、話し方の重要なポイントを説明していた。 

「5W1H（いつ、どこで、誰が、何を、なぜ、どうした）」という原則があるが、最も大切なのは、

「何を」の部分だという。それから1人語りか、会話形式かを決めるが、後者の場合は複数の登場人物

の声を使い分けなければならない。話し方のポイントとしてはアイコンタクト、顔の表情、声の大き

さ、ジェスチャーなどを効果的に使い、聴衆の心をつかむことが大切だという。その後、受講生が1人

ずつ前に立ち、事前に作ったストーリーを発表した。 

最初の女性は、若者のホームレスについて話した。「ホームレス！」と大きな声でタイトルを言って

から、他の受講生の顔をゆっくり見渡しながら、話し始めた。 

「皆さんもご存じかもしれませんが、町の繁華街の○△映画館の前でいつもホームレスのような身な

りの若者5、6人がたむろしています。彼らは一体何をしているのか、ずっと気になっていました。そ

こである日、勇気を振り絞って直接聞いてみることにしました。手作りクッキーを持って出かけ、“エ

クスキューズ・ミー！家で焼いたクッキーですけど、いかがですか？”と話しかけると、彼らは少し警

戒した様子を見せましたが、クッキーを受け取り、私の質問に答えてくれました…」。 



そこでわかったのは、彼らは中流家庭の出身だが、親との関係がうまくいかずに家を飛び出し、友人

の家に泊まったりしながら、自分の生き方を模索していることだった。そして、ギターを持った少年

がガールフレンドのために作ったという曲を披露してくれたという。  

女性の話が終わると、他の受講生は感想を言い、講師は「ギターの少年が歌を披露してくれたのはス

トーリーの核の部分になるので、歌の1部を歌ってみても良かったのではないか」と助言した。 

次に85歳の女性が昔のイタリア旅行について話した。彼女は30代の時に失恋してイタリアへ行き、そ

こでハンサムなイタリア人男性医師に一目惚れし、「マダム、マダム」と呼ばれてすっかり舞い上が

ってしまったというが、その体験談をイタリア流のユーモアを交えながら、面白おかしく話した。旅

行中の恋の行方がどうなるのかと私も思わずワクワクしてしまい、ストーリーテリングの面白さは十

分伝わってきた。 

地域の小中学校や老人ホームで実演 

ストーリーテリングの受講生は定期的に地域の小中学校や老人ホームなどを訪れ、実演を行っている

。人生経験豊かな高齢者の話は小中学生にとって新鮮でためになる、と好評だ。若い時に関わった公

民権運動やいじめの加害・被害経験などについて話した人もいたが、生徒たちは真剣に耳を傾けたと

いう。  

生徒はストーリーテリングの面白さを学んだ後、自分の祖父母などから話を聞いてストーリーを作り

、教室で発表する課題を与えられる。 

STBは昨年、ストーリーテリングを実施している小中学校の生徒を対象に、「祖父母のお話コンテス

ト」を行った。そこで第1位を獲ったのは小学2年の黒人の男の子で、タイトルは「コカ・コーラボト

ル」だった。 

彼の祖母は人種差別が激しい南部で子ども時代を過ごした。当時コカ・コーラがはやっていて、彼女

も1度でいいから飲みたいと思ったが、黒人がコーラを販売する店に入ることは許されなかった。それ

から何年かして、黒人もコーラを買えるようになり、やっと飲むことができた。祖母はその時の感激

をずっと忘れず、その後コーラを飲むたびに記憶が蘇ってくるそうだ。最後に孫へのメッセージとし

て、「決して自分の夢を諦めてはいけない」と話したという。 

他に、第二次大戦中に強制収容所に入れられた祖父母の体験について話した日系人の生徒も入賞した

。生徒たちは祖父母の過去の体験や家族の歴史などを知ることで、自分がどこからきたのかを理解し

、自分自身に誇りを持てるようになる。これは子どもと高齢者の異世代交流の大きなメリットである

。 

また、ミュージカルやジャズコーラス、インプロ（即興演劇）などの受講生は老人ホームや介護施設

などを訪れ、実演をしている。入居者は自分とほぼ同世代の人が歌ったり、踊ったり、演じたりして

いるのを見て、「これはすごい！」と大きな拍手をしてくれる。それは認知症患者でも例外ではない

。ある老人ホームでミュージカルをやった時、ショーが始まる前まで、ステージに向かって大声で怒



鳴ったり、怒ったりしていた認知症患者がいったん始まると、笑顔になり、手をたたきながら一緒に

歌ったりしたという。 

 
ピアノの伴奏に合わせて歌って踊る女性 

シニア演劇の健康効果 

シニア演劇の特徴は体を元気にするだけでなく、脳の働きも活発にすることだ。 

特に演劇やストーリーテリングでは役作りをしたり、話の構成を考えたりと、家にいてもそのことを

考え、頭を使っている。それが新たな生きがいにもなってくる。  

シニア演劇は認知症やアルツハイマー病の進行を遅らせたり、発症を抑止したりする効果があると言

われている。認知症になると記憶の機能は衰えるが、一方で物事を感じたり、表現したりする機能は

高まるという。だから、先述した認知症患者のようにミュージカルを観て感激し、笑顔で一緒に歌っ

たりするのではないかと思われる。 

演劇のレッスンが高齢者の認識機能に与える影響を数字で示した調査結果がある。イリノイ州にある

エルムハースト大学のトニー・ノティス教授（劇場学）は、演劇を4週間受講した高齢者122人を対象

に認識機能に関する調査を行った。その結果、記憶力テストで19%、理解力テストで37%、創造力テ

ストで12%、それぞれ向上したことがわかった。 

この調査は2008年の『エイジング・神経心理学・認識・ジャーナル』誌に掲載されたが、ノティス博

士はこう述べている。 

「認識機能を向上させる最良の方法は、常に新しいことに挑戦することです。高齢者は演劇を通して

、“人生って面白い！楽しい！”と再認識できます」。 

STBのクラスは通常3～6ヵ月で終了するが、いったん終えても他のクラスを受講し、長く続けている

受講生は少なくない。彼らが口を揃えて言うのは、「面白いからやめられない」ということだ。 

STBはこの分野のパイオニア的存在だが、シニア演劇は今や全米中に広まっている。特に注目すべき

は、シニア演劇プログラムを導入する老人ホームや介護施設などが増えていることだ。私が取材した

時も、演劇プログラムの導入を検討しているという介護施設の女性マネジャーが、東部マサチューセ

ッツ州から飛行機で6時間もかけてSTBに見学に来ていた。彼女はストーリーテリングなどのクラスを

見学しながら、納得した表情を浮かべていた。 


